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分解吸収スペ ク トルにより追跡 したので報告する｡ 液体は､ その種頬や温

度によって穏和一時間を容易に変化 させ ることがで き､ この種の測定には都

合が よい｡ 実験では､ ローダミン6Gな どの色素を試料 に用い､ ピコ秒か

らナノ秒領域での測定を行年った｡ その結果､ 上記の穏和現象が スペ ク ト

ル幅や ピーク位置の変化 として現われることがわか った｡ これ らの現象は､

光励起 によ り基底状態や励起状憩 にで きた非平衡な分布が熱平衡 に至る過

程 と して理解 される｡ さらにこれ らは､ 配位座標上での確率運動 として統

一的 に表 わされ る｡

2. フェム ト秒フォ トンエコーによる電子格子相互作用の研究

今 岡 淳

Persistentspectralかoreburni71g(PSHB)は高密度光多重記録方式への応用の重

要性に加えて､非晶質系の電子格子相互作用の大きさを調べる上で有効である｡ホー

ルの晦から位相横軸時間(T2)が､また､ゼロフォノン韓とフォノンウィングの比か

らDeby8-Valler因子(αI)を測定することができる｡蓄積フォ トンエコーの悟号のフ

ーリエ余弦変換はホールのスペクトルを与えるが､エコーではスペク トル幅の広い励

起光を用いるため飽和広が.り等の影響の少ない均一なスペ ク トルを得ることができる｡

このフォトンエコーの方法により porphin色素/ポリマー系についてαを測定した｡

この系は比較的高温 ま で P S H B が 起 き る こ と で 注 目 さ れている｡ αの速度依存性はフォ

ノンウィ ン グ の 中 心 周 波 数 を w p と し て ､
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に 従 う ｡ ま た ､ T 2 は 1 0 K か ら 8 0 X の 温 度 範 囲 で T 2∝ T ~α､ α =1.3- 1.7 と な る 結 果 を

得 た ｡ フ ォ ノ ン ウ イ ン グ の 形 状 の 海 度 変 化 に 関 し て も ､ フ ォ ノ ン 状 態 密 度 を 考 慮 し た

1 次 の 電 子 格 子 相 互 作 用 の 解 析 か ら 実 験 結 果 が よ く 再 現 で き た ｡
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